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読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

豊岩小・中学校が合同で地域を清掃

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
八
月
二
十
日
に
来
襲
し
た
台
風

十
五
号
は
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。

パ
イ
プ
車
庫
が
飛
ば
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
た
い
へ
ん
不
安
で
し

た
。
幸
い
、
家
屋
な
ど
に
は
被
害

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
狭
い
庭

に
植
え
て
い
た
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ

ン
、
ナ
ス
な
ど
、
塩
害
で
ほ
ぼ
全

滅
。
先
日
、
自
転
車
で
小
泉
潟
公

園
の
裏
を
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
多
く
の
稲
が
白
く
枯
れ
か
か

っ
て
い
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ

た
農
家
の
か
た
が
た
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す(
ペ
ン

ネ
ー
ム
ラ
ベ
ン
ダ
ー
　
50
歳
・
下

新
城)

●
実
り
の
秋
の
到
来
で
す
が
、
今

年
は
台
風
の
当
た
り
年
の
様
子
。

被
害
に
あ
わ
れ
た
か
た
が
た
の
一

日
も
早
い
立
ち
直
り
を
祈
る
の
み

で
す(

播
摩
一
重
　
65
歳
・
旭
南)

●
あ
ん
な
に
毎
日
暑
い
暑
い
と
グ

ッ
タ
リ
だ
っ
た
の
に
、
い
つ
の
間

に
か
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
ほ
ど

涼
し
く
な
り
、う
れ
し
い
よ
う
な
、

ち
ょ
っ
と
寂
し
い
よ
う
な
…(

斎

藤
朋
子
　
42
歳
・
高
陽)

●
今
年
の
夏
は
「
暑
い
ね
」
の
連

発
。
お
盆
休
み
に
、
鳥
海
山
か
ら

の
水
が
あ
ふ
れ
流
れ
て
い
る
元
滝

へ
主
人
と
二
人
で
。
別
世
界
の
よ

う
な
自
然
の
涼
し
さ
！
　
そ
の

時
々
の
季
節
感
が
あ
っ
て
、
何
回

行
っ
て
も
ほ
っ
と
す
る
場
所
で
す
。

ま
た
紅
葉
の
時
に
行
こ
う
と
楽
し

み(

神
田
ナ
ミ
子
　
50
歳
・
南
通)

●
ア
ル
ヴ
ェ
の
子
ど
も
未
来
セ
ン

タ
ー
に
は
い
ろ
ん
な
施
設
が
あ
る

ん
で
す
ね
。
今
度
ぜ
ひ
子
ど
も
を

連
れ
て
遊
び
に
行
き
た
い
で
す

(

藤
井
美
紀
　
35
歳
・
桜
ガ
丘)

●
転
勤
で
三
年
ぶ
り
に
秋
田
市
へ

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
男
鹿
の
Ｇ
Ａ

Ｏ
や
ア
ル
ヴ
ェ
が
で
き
て
い
て
、

う
れ
し
か
っ
た
の
で
さ
っ
そ
く
行

っ
て
き
ま
し
た
。
秋
田
市
も
、
も

っ
と
も
っ
と
都
会
に
な
っ
た
ら
い

い
な
ぁ(
伊
藤
美
樹
　
30
歳
・
泉)

●
我
が
家
の
二
女(

十
か
月)

は
、

つ
た
い
歩
き
か
ら
一
人
歩
き
を
始

め
ま
し
た
。
両
手
を
あ
げ
、
満
面

の
笑
み
で
よ
ち
よ
ち
歩
く
姿
に
長

女(

五
歳)

は
い
つ
も
拍
手
喝
采
！

「
上
手
に
歩
け
た
ね
」
と
妹
に
話

し
か
け
て
く
れ
る
や
さ
し
い
お
姉

ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
成
長
は
早
い
も
の
で
す
ね

(

佐
々
木
ミ
ナ
子
　
35
歳
・
新
屋)

９月３日、豊岩小・中学校の児
童・生徒約130人が合同で地域の道
路や堤防を清掃しました。
これは、豊岩・八田・楢田地域の

みなさんが結成した「豊岩小中・八
田小の子供を育てる会」が、ふるさ
との自然を愛する心を養うことを
目的に行っている活動です。
中学生をリーダーに自分の町内

ごとに分かれた子どもたちは、レ
ジ袋を手に夢中でごみ拾い。一見
きれいな道端も、よ～く見ると草

むらにペットボトルや空き缶がゴ
ロゴロ…。ほんの１時間で約40㌔
のごみが集まりました。
清掃後の集会で、子どもたちか

らは「たばこの吸い殻が多いのには
びっくり」「車からのポイ捨てごみ
が多いと思った。道端のごみは日
ごろから拾うようにしたい」など、
率直な感想が聞かれました。
ごみ捨てマナーは、子どもたち

もしっかり見ています。ポイ捨て
は絶対にやめましょうね。

たばこ、空き缶のポイ捨てやめて！

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

tel(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

ポイ捨てしないでね！



●
八
月
十
三
日
の
広
報
、
足
立
区

の
佐
竹
稲
荷
神
社
や
大
鷲

お
お
と
り

神
社
の

こ
と
を
、
縁
あ
っ
て
親
類
に
な
っ

た
足
立
区
在
住
の
人
に
知
ら
せ
た

ら
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
私

も
機
会
が
あ
っ
た
ら
一
度
行
っ
て

み
た
い
で
す(

宮
腰
悦
枝
　
54

歳
・
土
崎)

●
パ
ッ
サ
ウ
市
姉
妹
都
市
提
携
二

十
周
年
記
念
式
典
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
員
に
な
っ
て
、
丸
一
日
、
一
緒

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
本
当
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
わ
り
ま
し

た
。
パ
ッ
サ
ウ
独
日
協
会
会
長
の

ズ
ィ
ビ
レ
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー
さ
ん
の

流
暢

り
ゅ
う
ち
ょ
うな
日
本
語
に
も
魅
了
さ
れ
ま

し
た(

川
辺
美
紀
　
42
歳
・
広
面)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「正洞院」、問２が
「ぴょん」でした。
全問正解151通(応募総数152通)の中から、伊藤ヲキ

イさん(金足小泉字潟向)、川村芳太郎さん(下浜桂根字
浜田)、工藤麻希子さん(八橋三和町)、久保田勇四郎さ
ん(保戸野鉄砲町)、後藤栄子さん(楢山金照町)、佐々
木セツ子さん(新屋松美ガ丘南町)、舘岡潤一さん(八橋
鯲沼町)、長谷川博さん(新屋朝日町)、若松長吉さん
(楢山大元町)、渡部由美子さん(将軍野南一丁目)の10
人のかたに図書券をお送りします。

８月27日号の当選者

◆９月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

全市一斉
スポレク
金足地区

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

気軽に応募した名称が採
用され、びっくりしました。
不法投棄は犯罪です。「みて
るくん」は常習的に不法投棄
がある場所でずーっと見て
います。これを機会に、不
法投棄をする人がいなくな
ってほしいですね。

不法投棄監視カ
メラ「みてるく
ん」の名付け親
の相川信子さん
(仁井田)

変身した気分です

いきいきサロン
「おしゃれ教室」
に参加した鎌田
マサ子さん(泉)

不法投棄は絶対ダメ！

勤めをやめてからお化粧
をしなくなってしまって…。
「おしゃれしなきゃ」って思
い参加しました。今日はプ
ロのかたにお化粧してもら
って変身した気分。まゆ毛
１つ描くのにもちょっとし
たポイントがあるんですね。

達成感の共有が喜び

遊びの達人養成
講座に参加した
仙道秀夫さん
(広面)

講座で学んだ昔遊びの竹
馬を「まんたらめまつり」で
実際に子どもたちに教えま
した。遊びの楽しさを教え
て、達成感を共有できるの
はうれしいですね。講座を
修了したら、ぜひ地域で実
践したいです。

ぼくらの出番は100m走と
町内対抗リレー。今日は天
気がいいから特によく動ける
と思うし、100ｍ走はもちろ
ん、リレーでもぜったい勝ち
ます。ウォーミングアップは
バッチリ。優勝めざしてがん
ばろうなっ！

港北地区大運動
会に参加した鎌
田哲彰くん(左)
と安養寺友彦く
ん(港北小６年)

リレーは絶対勝つ！

前々から乗りたいと思っ
ていた豪華客船「飛鳥」での
航海は、部屋、食事など満足
のいくものばかりで、もてな
しも最上級。船内のショー
も楽しく、女優の浅利香津代
さんによる秋田弁を交えた
トークには大爆笑でした。

建都400年記念
日本海クルーズ
に参加した佐藤
ウメ子さん(左)、
菅野操さん

最上級のおもてなし

今
年
四
月
に
、
広
報
あ
き
た
担
当
か
ら
、

広
報
テ
レ
ビ
担
当
に
変
わ
り
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
担
当
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
毎
週

三
本
の
五
分
番
組
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
広

報
あ
き
た
と
違
っ
た
角
度
か
ら
映
像
で
深
く

追
求
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

今
回
、
私
が
作
っ
た
番
組
は
、
建
都
四
百

年
シ
リ
ー
ズ
の
旧
町
名
物
語
「
土
崎
編
」。

土
崎
に
は
母
の
実
家
が
あ
り
、
取
材
先
は
私

が
小
さ
い
時
に
よ
く
遊
ん
だ
場
所
ば
か
り
。

し
か
し
、
何
百
年
も
前
か
ら
活
気
あ
る
港
町

だ
っ
た
こ
と
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

自
分
の
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
感
じ
、
丹
精

込
め
て
作
っ
た
こ
の
番
組
は
、
九
月
二
十
九

日
か
ら
放
送
。
こ
の
冬
に
生
ま
れ
て
く
る
自

分
の
子
ど
も
に
も
、
将
来
大
き
く
な
っ
た
ら

見
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

加
藤)

建都400年記念悠久の北前航路の旅・日本海ク
ルーズの入港先、石川県七尾市での式典

広報あきた　９月24日号07


